
The city where nature and human coexist ●第４回AKUNE洋画展 …………………２
●いつまでもお元気でY

阿久根市長寿番付 …………………３
●平成14年度市少年少女弁論大会 ……５
●みんなのアルバム ……………………６
●国保と老人保健が一部改正されます
平成14年10月１日から ……………９



第
四
回
『
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
洋
画
展
』

が
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
七
日
ま

で
の
八
日
間
に
わ
た
り
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
公
募
展

に
、
県
内
各
地
か
ら
一
般
の
部
二
百

十
点
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
百
三
十
九
点

も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
に
は
、
大
嵩
禮
造
氏
（
独
立

美
術
協
会
会
員
・
県
美
術
協
会
会

長
）
、
岩
下
国
郎
氏
（
東
光
会
会

員
・
鹿
児
島
国
際
大
教
授
）、
内
川

達
氏
（
創
元
会
会
員
・
大
口
高
校
教

諭
）
の
三
氏
が
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
一
般
の
部

で
は
、
斬
新
な
画
面
構
成
と
配
色
の

す
ば
ら
し
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
餅

原
信
義
さ
ん
（
出
水
市
）
の
『
脇
本

漁
港
・
廃
船
２
』
が
大
賞
に
輝
い
た

ほ
か
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
は
、
子
ど

も
ら
し
く
伸
び
や
か
な
筆
づ
か
い
で

画
題
を
描
い
た
松
岡
大
陽
さ
ん
（
平

尾
小
四
年
生
）
の
『
神
社
』
が
大
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
査
に
あ
た
ら
れ
た
大
嵩
氏
は
、

「
あ
る
意
味
、
び
っ
く
り
す
る
く
ら

い
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
洋
画
展
の
伝
統
と
い

う
か
、
自
分
の
日
常
の
題
材
を
し
っ

か
り
見
つ
め
て
描
い
た
誠
実
な
絵
が

多
い
。
絵
と
は
本
来
そ
う
で
あ
る
べ

き
で
、
珠
玉
の
よ
う
な
作
品
も
何
点

か
あ
っ
た
。
審
査
を
し
て
い
て
、
楽

し
く
気
持
ち
の
い
い
思
い
が
し
た
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
初
日
の
八
月
三
十
一
日
に

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
受

賞
式
が
あ
り
、
受
賞
者
に
賞
状
や
楯

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
で
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た

餅
原
さ
ん
は
、
初
出
品
で
い
き
な
り

の
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
に
、「
受
賞
な

ど
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
私
自
身
驚
い
て
い
ま
す
。
本
格

的
に
絵
を
描
き
始
め
て
間
も
な
い
自

分
の
絵
が
こ
ん
な
に
評
価
さ
れ
て
、

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
入
賞
作
品
や
委
嘱
作

家
、
審
査
員
の
作
品
な
ど
二
百
四
十

五
点
が
展
示
さ
れ
期
間
中
、
一
千
人

を
超
え
る
大
勢
の
方
々
が
観
賞
に
訪

れ
、
絵
画
を
通
し
て
阿
久
根
の
魅
力

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

※
敬
称
略

○
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
洋
画
大
賞

餅
原
信
義
（
出
水
市
）

『
脇
本
漁
港
　
廃
船
２
』

※
16
ペ
ー
ジ
に
作
品
を
掲
載

○
阿
久
根
市
長
賞

寺
田
文
子
（
川
内
市
）

『
船
の
手
入
れ
』

※
16
ペ
ー
ジ
に
作
品
を
掲
載

○
阿
久
根
市
議
会
議
長
賞

村
山
美
代
子
（
阿
久
根
市
）

『
ふ
る
さ
と
』

○
阿
久
根
市
教
育
長
賞

小
屋
京
子
（
出
水
市
）

『
港
町
阿
久
根
市
』

○
奨
励
賞

竹
之
下
秀
子
（
出
水
市
）
宮
下
ユ

ミ
子
（
同
）
上
原
純
雄
（
川
内
市
）

中
村
京
子
（
高
尾
野
町
）
小
牟
田
マ

サ
子
（
阿
久
根
市
）
横
手
次
郎
（
鹿

児
島
市
）
徳
永
直
樹
（
国
分
市
）
川

崎
照
男
（
出
水
市
）
房
村
孜
子
（
同
）

大
山
寧
江
（
菱
刈
町
）

○
委
嘱
推
挙

宮
本
悟
（
出
水
市
）
牛
塚
慶
子

（
鹿
児
島
市
）
角
成
夫
（
阿
久
根
市
）

○
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
洋
画
大
賞

松
岡
大
陽
（
平
尾
小
四
年
）

『
神
社
』

○
阿
久
根
市
長
賞

青
木
悠
真
（
折
多
小
三
年
）

『
黒
い
牛
』

○
阿
久
根
市
議
会
議
長
賞

永
田
有
紀
（
山
下
小
五
年
）

『
弘
徳
丸
』

○
教
育
委
員
会
賞
（
学
校
賞
）

折
多
小
学
校

○
南
日
本
新
聞
社
賞

松
木
優
貴
（
脇
本
小
二
年
）

『
魚
つ
り
』

○
特
選

吉
武
捺
葵
（
平
尾
小
一
年
）
渡
翔

成
（
同
）
吉
武
流
星
（
同
二
年
）
宮

田
景
大
（
山
下
小
三
年
）
東
健
志
郎

（
折
多
小
四
年
）
吉
永
晴
香
（
平
尾

小
五
年
）
山
下
綾
香
（
同
六
年
）
松

永
翔
太
（
山
下
小
六
年
）

－２－

オープニングセレモニーでのテープカット

阿久根の魅力が表現された245点の力作を観賞する人々



今
や
世
界
有
数
の
長
寿
国
で
あ
る

わ
が
国
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
の
平

成
13
年
簡
易
生
命
表
に
よ
る
と
、
男

女
の
平
均
寿
命
は
男
性
78
・
07
歳
、

女
性
84
・
93
歳
で
、
男
性
も
は
じ
め

て
78
歳
を
超
え
ま
し
た
。
本
市
に
お

い
て
も
、
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
方
々
の
割
合
を
示
す
高
齢
化
率

は
す
で
に
30
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

人
は
だ
れ
で
も
年
を
と
り
高
齢
者

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
年
の
取
り

方
は
人
ぞ
れ
ぞ
れ
。
60
代
、
70
代
、

80
代
以
上
の
高
齢
者
で
は
健
康
状
態

や
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
異
な
り

ま
す
。
高
齢
者
の
実
像
は
、
年
代
に

よ
っ
て
、
ま
た
個
人
に
よ
っ
て
多
種

多
様
で
す
。

平
均
寿
命
が
延
び
、
長
寿
社
会
を

迎
え
た
今
日
、
年
代
に
よ
っ
て
、
ま

た
個
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
て
当
然
で
す
。

「
高
齢
者
」
と
い
う
画
一
的
な
型
に

と
ら
わ
れ
ず
、
趣
味
の
世
界
や
社
会

活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
生
き
が
い
を

も
っ
て
充
実
し
た
自
分
の
人
生
を
楽

し
ん
で
い
る
方
々
も
大
勢
お
ら
れ
ま

す
。九

月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」。

市
内
の
各
地
域
で
も
様
々
な
敬
老
行

事
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

－３－

氏　　　名 氏　　　名年齢 年齢番　付区　　名 区　　名

寺 下 タ 子

山 下 ス マ

平 田 セ ノ

牟 禮 チ エ

早水　キクマツ

花 木 ス ナ

中 野 四 郎

小　園　スソノ

奥　平　フミノ

仮　屋　與之助

新 町 エ タ

伊　藤　カツ子

末 吉 シ マ

牛之kスエマツ

柳 田 タ ケ

米 次 サ ノ

山 口 友 市

松 木 太 市

枦　　　スエノ

小田　喜左衛門

大 石 ミ エ

花　田　ハナノ

寺地　イセマツ

宇 都 キ ク

谷　口　ハツエ

遠　竹　スエノ

大 石 ク ニ

藤 園 ユ キ

吉 村 フ チ

上 野 重 春

神　田　フエイ

松　永　イトノ

馬見塚　愛　子

柳ケ水満右衛門

山 平 勘 助

野口　カメマツ

的　場　喜藤夫

鶴 峯 末 雄

梶尾　ムメキク

北　園　ユキエ

今 村 　 　

根　比　ハルエ

堂 後 ユ ミ

小田　ヨ子ギク

中川　セムキク

前 田 カ ワ

104

102

101

100

99

99

98

98

98

97

97

97

97

97

97

96

96

96

96

96

96

96

96

102

101

101

99

99

99

98

98

97

97

97

97

97

97

96

96

96

96

96

96

96

96

95

高 松

新 町

横 手

牛 之 浜

瀬之浦上

的 場

中 村

上 野

中 屋 敷

下 村

新 町

萇 野

遠 矢

牛 之 浜

萇 野

牧 内

横 手

上 原

宮 原

新 町

波 留

中 屋 敷

尻 無 下

馬 見 塚

尾 崎

新 町

波 留

飛 松

　 町 　

陳 之 尾

中 屋 敷

牛 之 浜

大 川 島

大 尾

小 漉

　 潟 　

的 場

新 町

萇 野

新 町

上 野

萇 野

桐 野 下

筒 田

　 段 　

羽 田

横 綱

大 関

関 脇

小 結

前頭１

〃 ２

〃 ３

〃 ４

〃 ５

〃 ６

〃 ７

〃 ８

〃 ９

〃 10

〃 11

〃 12

〃 13

〃 14

〃 15

〃 16

〃 17

〃 18

〃 19

この８月、市内各地で地区老
人クラブ連合会主催のスポーツ
大会が開催されました。
参加者の皆さんは、心地よい

汗を流しながら、楽しいひとと
きを過ごしているようでした。

８月29日、市身体障害者福祉
協議会の会員や学童クラブの児
童らが、市内の福祉施設を訪問
しました。
入所者の皆さんの前で、歌や

踊り、ハーモニカ演奏などを披
露した他、最後は児童らが、お
じいちゃん、おばあちゃんたち
の肩をたたきながら交流を深め
ていました。



平
成
十
四
年
度
宮
崎
・
鹿
児
島
両

県
合
同
市
長
会
が
八
月
二
十
七
日
、

グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
あ
く
ね
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
宮
崎
・
鹿
児
島
両
県

か
ら
日
向
市
を
除
く
二
十
二
市
の
市

長
ら
が
出
席
。
両
県
市
長
会
会
長
の

赤
崎
義
則
鹿
児
島
市
長
、
津
村
重
光

宮
崎
市
長
、
本
市
の
斉
藤
市
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

議
事
の
中
で
は
、
両
県
市
長
会
と

し
て
の
要
望
事
項
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

東
九
州
自
動
車
道
・
九
州
横
断
自
動

車
道
延
岡
線
の
早
期
整
備
、
国
道
２

２
０
号
の
直
轄
管
理
の
継
続
並
び
に

同
国
道
の
早
期
整
備
、
道
路
特
定
財

源
の
確
保
、
日
豊
本
線
の
高
速
化
・

活
性
化
の
促
進
、
ふ
る
さ
と
農
道
・

林
道
緊
急
整
備
事
業
制
度
の
継
続
の

五
議
案
を
採
択
。
さ
ら
に
道
路
関
係

四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
な
ど
中

央
で
活
発
に
論
議
さ
れ
て
い
る
高
速

道
路
整
備
に
つ
い
て
、
同
委
員
会
や

関
係
機
関
な
ど
に
対
し
、
地
方
の
意

見
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
反
映
す
る

よ
う
要
望
す
る
こ
と
に
つ
い
て
緊
急

提
案
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
採

択
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
こ
れ
ま
で
両
県
共
通
の
課

題
解
決
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
同
会
で
す
が
、
九
州
市
長
会
な

ど
と
の
兼
ね
合
い
も
踏
ま
え
今
後
、

当
面
の
活
動
を
休
止
す
る
こ
と
に
つ

い
て
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
、
出
席
者
ら
は
「
介

護
保
険
と
在
宅
医
療
〜
チ
ー
ム
医
療

と
し
て
の
在
宅
医
療
〜
」
と
題
し
た

中
野
一
司
氏
（
阿
久
根
市
出
身
。
ナ

カ
ノ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

の
講
話
を
聴
講
し
た
他
、
市
内
の
行

政
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

出
水
支
部
消
防
操
法
大
会
が
八
月

二
日
、出
水
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

火
災
発
生
時
に
備
え
、
迅
速
で
正

確
な
消
防
の
操
法
技
術
を
競
う
こ
の

大
会
に
、
本
市
か
ら
は
桑
原
城
分
団

が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
、
大
川
分
団

が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。

大
会
に
向
け
て
厳
し
い
訓
練
を
重

ね
て
き
た
両
分
団
は
、
本
番
で
も
そ

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
桑
原
城

分
団
が
見
事
に
優
勝
、
大
川
分
団
も

三
位
と
い
う
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
桑
原
城
分
団
は
八
月
二

十
九
日
、
東
市
来
町
の
県
消
防
学
校

で
行
わ
れ
た
鹿
児
島
県
消
防
操
法
大

会
に
出
水
支
部
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
前
回
に
続
く
連
覇
こ

そ
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
抜
群
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
見
事
５
位
に
入
賞
。

立
派
に
支
部
代
表
の
大
役
を
果
た
し

た
団
員
ら
に
、
関
係
者
か
ら
温
か
い

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

－４－

両県の市長らが一堂に会した合同市長会の様子

中野氏による在宅医療についての講演会の様子

支部大会で優勝した桑原城分団

九州の一体的な発展及び住民の生活環境向上につなが

る道路整備の促進を求める九州地方国道整備促進総決起

大会（九州国道協会主催）が７月30日、東京都で開催さ

れました。

国会議員や中央省庁関係者らを迎えて開かれた大会で

は、本市の斉藤市長も南九州西回り自動車道をはじめと

する社会資本の整備を強く要望。道路特定財源制度の堅

持や高速道路の着実な整備促進など７項目の大会決議が

満場一致で採択されました。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
な
ど
高

速
交
通
体
系
の
早
期
整
備
を
訴
え

る
斉
藤
市
長



市
内
の
小
中
学
生
ら
に
よ
る
弁
論

大
会
が
八
月
一
日
、
三
笠
中
学
校
体

育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
や
大
勢
の
観
客
が
見
守
る

中
、
各
学
校
の
代
表
と
し
て
出
場
し

た
小
学
生
の
部
十
人
、
中
学
生
の
部

五
人
が
、
限
ら
れ
た
持
ち
時
間
の
中

で
自
分
の
夢
や
意
見
を
堂
々
と
発
表

し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

※
敬
称
略

【
小
学
生
の
部
】

○
市
長
賞

若
松
陽
一
（
大
川
小
　
六
年
）

「
海
に
光
を
」

○
議
長
賞

越
川
め
い
（
山
下
小
　
六
年
）

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

○
教
育
長
賞

春
田
妃
花
里（
阿
久
根
小
　
六
年
）

「
平
和
に
か
け
た
願
い
」

折
橋
宏
輝
（
尾
崎
小
　
六
年
）

「
き
ず
な
を
信
じ
て
」

【
中
学
生
の
部
】

○
市
長
賞

前
原
由
季
（
大
川
中
　
三
年
）

「
私
の
や
る
べ
き
こ
と
」

○
議
長
賞

川
畑
知
穂
（
阿
久
根
中
　
三
年
）

「
一
本
の
矢
に
思
い
を
こ
め
て
」

「
お
ー
い
、
大
漁
だ
ぞ
ー
。」

大
漁
旗
を
掲
げ
た
漁
船
か
ら
景
気
の

い
い
声
が
港
に
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

漁
船
の
中
は
、
銀
色
に
光
る
イ
ワ
シ

や
サ
バ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。そ
し
て
、

「
お
帰
り
な
さ
ー
い
。」

と
女
の
人
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
が
手

を
振
り
、
笑
顔
で
出
迎
え
る
。
こ
れ

は
、
父
が
借
り
て
き
て
僕
に
見
せ
て

く
れ
た
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
阿
久
根
市
は
、
東

シ
ナ
海
に
約
四
十
d
も
面
し
て
い
て
、

は
る
か
昔
か
ら
漁
業
が
盛
ん
で
す
。

僕
の
家
も
海
の
真
上
に
あ
り
、
５

年
く
ら
い
前
ま
で
水
産
工
場
を
営
ん

で
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

波
の
音
を
聞
き
、
海
岸
で
ヤ
ド
カ
リ

を
捕
ま
え
て
遊
ん
だ
り
、
丸
干
し
つ

く
り
の
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
阿
久
根
市
で
は
、
最

近
、
海
産
物
の
水
揚
げ
量
は
減
り
続

け
て
い
ま
す
。
原
因
も
、
海
水
の
温

度
が
高
く
な
っ
た
た
め
と
か
今
ま
で

に
獲
り
す
ぎ
た
か
ら
だ
と
か
い
ろ
い

ろ
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
は

っ
き
り
わ
か
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

イ
ワ
シ
、
ア
ジ
、
ヒ
ラ
メ
、
ア
ワ

ビ
、
ウ
ニ
な
ど
が
特
産
品
で
あ
る
阿

久
根
に
と
っ
て
こ
れ
は
大
き
な
問
題

で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
僕
た

ち
に
と
っ
て
身
近
で
す
ぐ
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

ご
み
の
問
題
で
す
。

僕
た
ち
大
川
小
学
校
で
は
、
総
合

的
な
学
習
で
ふ
る
さ
と
大
川
の
自
然

を
守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。昨

年
、
校
区
内
の
自
然
調
査
か
ら

始
め
て
、
近
く
に
あ
る
大
川
駅
、
大

川
川
河
口
、
海
岸
な
ど
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
し
ま
し
た
。
特
に
海
岸
で
は

僕
た
ち
は
そ
こ
で
予
想
以
上
に
大
量

の
ご
み
を
目
に
し
ま
し
た
。

海
岸
に
散
乱
す
る
ご
み
は
、流
木
、

草
、
貝
が
ら
、
海
草
な
ど
の
自
然
ご

み
と
紙
、
布
類
、
ガ
ラ
ス
、
陶
器
類
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
空
き
缶
な
ど
の

人
工
ご
み
と
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
工
ご
み
の
ほ
と
ん
ど
が
、
自

然
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
分
解
さ
れ
に

く
い
ご
み
な
の
で
す
。

僕
た
ち
は
大
量
の
人
工
ご
み
を
学

校
に
持
ち
帰
り
、
分
別
す
る
と
、
ご

み
袋
数
十
個
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
も
驚
い
て
、

「
だ
れ
が
捨
て
た
ん
だ
ろ
う
ね
、

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
‥
‥
。」

人
工
ご
み
が
た
ま
っ
て
、
魚
や
魚

介
類
の
す
み
か
を
奪
っ
た
り
、
水
面

を
漂
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ウ
ミ

ガ
メ
や
イ
ル
カ
が
エ
サ
と
間
違
え
て

食
べ
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
事
件
が

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
砂
浜
に
ご

み
が
た
ま
る
と
、
ご
み
か
ら
流
れ
出

す
汚
水
で
魚
の
エ
サ
と
な
る
ゴ
カ
イ

や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
の
小
さ
な
生

物
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
砂
浜
に

し
み
こ
ん
だ
汚
水
が
海
に
ま
で
流
れ

て
海
水
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。僕

は
「
生
命
」
と
い
う
本
を
読
ん

で
、
人
間
を
含
む
す
べ
て
の
生
物
の

祖
先
は
海
か
ら
や
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
海
を
見
る
と

優
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
波
の

音
を
聞
く
と
落
ち
着
い
た
り
す
る
の

は
、
海
が
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と

だ
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

人
間
は
長
い
時
間
を
か
け
て
文
明

を
発
達
さ
せ
、
他
の
動
物
に
食
べ
ら

れ
る
こ
と
も
な
く
、
様
々
な
技
術
を

発
達
さ
せ
、
資
源
を
消
費
し
、
開
発

を
進
め
、他
の
生
命
を
奪
う
こ
と
で
、

生
態
系
か
ら
は
ず
れ
た
存
在
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
そ
の
こ
と

に
気
づ
き
、
も
と
の
環
境
に
戻
し
、

自
然
と
と
も
に
生
き
よ
う
と
努
力
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ご
み
を
捨
て

な
い
よ
う
に
訴
え
た
り
、
拾
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
養

殖
・
放
流
し
た
り
、
網
の
目
を
大
き

く
し
て
稚
魚
を
獲
ら
な
い
よ
う
に
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

阿
久
根
の
海
の
魚
が
増
え
、
ご
み

が
な
く
な
る
ま
で
、
長
い
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、

僕
は
阿
久
根
に
生
ま
れ
た
人
間
の
ひ

と
り
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
こ
の
海

を
大
切
に
す
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
、
十
人
、

百
人
の
輪
に
広
が
る
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
。

－５－

◇
小
学
生
の
部

大
川
小
学
校
六
年

若
松
　
陽
一

自分の考えを堂々と発表する生徒たち



－６－

楽しい話題･催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１

━━ 地域おこしジャンボカボチャ品評会 ━━

地域の活性化と住民の連帯感づくりを目的とした地域お
こしジャンボカボチャ品評会（三笠地域むらおこし有志会
主催）が８月18日、脇本地区公民館で開催されました。
同会は、一昨年と昨年、脇本海岸の白砂青松を復活させ

ようと松の植樹を行っており今回、地域おこしの輪をさら
に広げようとこの品評会に取り組みました。
カボチャはコンテスト用巨大カボチャの一品種「ギネス

ポンキン」と呼ばれるもので、会員約50人が５月上旬から
丹精込めて育てた40個が出品されました。
審査は、重さや形、色など６部門で行われました。重さ

は最大で70㎏のものもあり、参加者らはお互いのカボチャ
の出来具合を楽しそうに比べ合っていました。

━━ 全九州小学生男子･女子ソフトボール大会 ━━

九州ソフトボール協会が主催する第20回男子・第19回女
子全九州小学生ソフトボール大会が８月３日・４日の２日
間、本市総合運動公園で開催されました。
大会には、各県予選を勝ち抜いた男子16チーム、女子６

チームが出場。猛暑にもかかわらず、球児らは元気あふれ
るプレーを展開しました。地元勢では阿久根小ソフトボー
ル少年団が県代表として出場しましたが、惜しくも上位進
出はなりませんでした。
熱戦の末、男子は全試合完封の圧倒的な強さを見せた苅

田ジュニア（福岡県）が、女子は決勝で東野レインボーズ
との福岡県勢同士の対戦を制した福岡土曜会エンジェルス
が見事に優勝の栄冠に輝きました。

と
れ
た
て
の
魚
介
類
や
水
産
加
工

品
な
ど
、
海
の
町
阿
久
根
な
ら
で
は

の
新
鮮
な
海
の
幸
が
ず
ら
り
と
並
ぶ

阿
久
根
新
鮮
お
さ
か
な
祭
り
が
八
月

十
一
日
、
阿
久
根
漁
港
新
港
水
揚
場

で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
が
た
な
び

く
会
場
に
は
朝
早
く
か
ら
大
勢
の

人
々
が
訪
れ
、
活
気
に
あ
ふ
れ
る
な

か
、
開
場
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
五

ツ
太
鼓
百
台
が
ず
ら
り
と
な
ら
び
、

小
牟
田
流
の
皆
さ
ん
が
「
ハ
ン
ヤ

節
」
な
ど
の
合
同
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。

午
前
九
時
、
関
係
者
ら
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
販
売
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と

一
斉
に
業
者
の
威
勢
の
い
い
か
け
声

や
目
当
て
の
商
品
を
求
め
る
買
い
物

客
ら
の
声
が
飛
び
交
い
、
会
場
は
大

賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
人
気
の
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー

は
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
、
一
匹
五
百
円
の
タ
イ
や
、

千
五
百
円
の
タ
コ
な
ど
の
目
玉
商
品

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
魚
の
重
量

当
て
や
つ
か
み
取
り
、
金
魚
す
く
い

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

特
に
特
設
水
槽
内
に
放
し
た
ヒ
ラ

メ
を
つ
か
ま
え
る
つ
か
み
取
り
大
会

で
は
、
大
勢
の
大
人
た
ち
が
見
守
る

な
か
、
子
ど
も
た
ち
が
水
し
ぶ
き
を

あ
げ
な
が
ら
駆
け
回
り
、
次
々
と
高

級
魚
を
ゲ
ッ
ト
し
て
い
ま
し
た
。

│
│

阿
久
根
新
鮮
お
さ
か
な
祭
り

│
│

オープニングで披露された五ツ太鼓100台に
よる合同演奏（上）と新鮮な海の幸を買い求
める人々（下）



－７－

━━ 脇本小学校で『山田楽』練習会 ━━
脇本小学校で、郷土の伝統芸能「山田楽」の練習会が夏休み期

間中の８月19日から29日まで開催されました。
同校では、毎年この練習会で６年生から５年生に伝統の踊りが

受け継がれています。
期間中、５年生は鐘や大太鼓、小太鼓、妙八といった初めて手

にする楽器のリズムや踊りを、指導者の教えや６年生のアドバイ
スを受けながら懸命に練習していました。先輩から受け継いだ伝
統の踊りは、秋の運動会で地区民に初披露する予定です。

━━ 阿久根ボンタン吹奏楽団 ━━
夕暮れ時の阿久根漁港新港で８月11日、阿久根ボンタン吹奏楽

団（大田久志団長・団員約50人）による納涼コンサートがありま
した。
「阿久根らしい場所で（大田団長）」と、４年前から阿久根大島
と東シナ海に沈む夕日をバックに始められたこの納涼コンサー
ト。この日は、「中村八大メドレー」や最新のヒット曲などを交
えた約20曲が演奏され、訪れた大勢の観客は、素敵な音楽と潮風
が織りなす絶妙のハーモニーを存分に楽しんでいました。

━━ 昭和38年三笠中学校卒業生 ━━
あれから40年。昭和38年に三笠中学校を卒業した同窓生が８月

17日、脇本地区公民館で恩師を招き懐かしく、そして楽しい音楽
の授業を受けました。
授業には地元はもとより県内外から帰省した同窓生約80人が出

席し、当時32歳の青年教師だった上鶴徹さん（72・市教育委員長）
のピアノ伴奏にあわせて「荒城の月」「ローレライ」などを復習。
当時教わった階名での合唱には合格点が与えられる一方、還暦を
迎える５年後に歌唱力テストという宿題もだされました。

━━ 本市から２人が出場 ━━
８月23日から25日にかけて東京国立霞ケ丘競技場で開催され

た、第18回全国小学生陸上競技交流大会に、本市の田中順子さん
（大川小６年・写真中央）と大河安悠美さん（阿久根小５年・右
から２人目）の２人が県代表として出場しました。
女子走り高跳びに出場した田中さんは１ｍ30をマークし決勝

へ、女子５年100ｍに出場した大河さんも14秒29（鹿県の学年新
記録）をマークし準決勝へ進むなど、全国トップクラスの小学生
が集まる大舞台で、その健闘ぶりが光りました。

━━ 第13回　阿久根警察署管内防犯少年剣道大会 ━━
阿久根警察署管内の小中学生らによる防犯少年剣道大会（阿久

根地区防犯組合連合会・阿久根警察署主催）が８月20日、市総合
体育館でありました。
大会には、同署管内から小学校低学年、同高学年、中学校、同

女子の４部門に31チームが出場し、熱戦を繰り広げました。
各部門の優勝チームは次のとおりです。
○小学校低学年の部（脇本Ａ） ○同高学年の部（大川）
○中学校の部（鷹巣Ａ） ○同女子の部（阿久根Ａ）



－８－

去
年

こ

ぞ

ま
で
は
夫
と
迎
へ
し
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会ゑ

こ
と

し
は
還
る
御み

霊た
ま

と
な
り
て

新
　
町
　
遠
矢
　
　
律

老
い
ゆ
く
に
歌
詠
む
支
え
残
り
ゐ
て
梅
雨

あ
け
の
空
こ
と
な
く
昏く

る
る

脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

夜
の
更
け
を
忘
れ
て
語
る
孫
娘
ク
ラ
ス
の

事
も
未
来
の
夢
も

上
　
野
　
亀
沢
　
笑
子

誂あ
つ
ら

へ
し
君
の
逝
き
し
を
知
る
よ
し
も
な
き

背
広
の
幾
つ
風
に
ゆ
れ
を
り

琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

熱
帯
夜
い
く
夜
続
き
し
朝
の
庭
葉
に
露
お

き
て
芙
蓉
咲
き
を
り大

　
丸
　
橋
崎
　
　
幸

梅
雨
さ
な
か
蝉
の
骸

む
く
ろ

を
野
辺
に
見
つ
ひ
ろ

へ
ば
指
に
か
ら
ま
り
て
く
る

折
　
口
　
別
府
　
義
明

病
院
に
日
毎
通
へ
ば
友
で
き
て
老
託か

こ

ち
つ

つ
励
ま
し
合
ひ
ぬ

脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

無
表
情
の
顔
せ
し
ま
ま
に
横
た
わ
る
叔
母

が
静
か
に
わ
が
名
を
呼
べ
り

新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

父
母

ち
ち
は
は

を
残
し
果は

て
た
る
特
攻
の
御み

霊た
ま

ね
む

る
か
南
の
空
に

牛
之
浜
　
若
松
　
薩
男

目
交

ま
な
か
ひ

に
大
島
見
え
て
照
り
返
す
夏
日
に
阿

久
根
の
海
か
が
や
き
て

上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
か
な
づ
か
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

自分自身の老いていく人生ほど実は味わい深く、
面白いものはない。
どんなドラマでも最後の幕が一番実があり、感動

的であると語る、老いゆく者への鮮烈なメッセージ。

《新 着 図 書》
uなかにし礼「てるてる坊主の照子さん」（上・下）
u沢田ふじ子「大盗の夜」u東野圭吾「トキオ」u
群ようこ「それ行けYトシコさん」u吉村昭「見え
ない橋」u幸田真音「投資アドバイザー有利子」u
北方謙三「コースアゲイン」u前田みゆき「市町村
合併と情報システム」‥‥‥他多数

《市立図書館休館のお知らせ》
市立図書館では、９月15日（日）から９月23日

（月）まで図書整理のため休館いたします。
ご迷惑をおかけしますが、利用者に快適に利用し

ていただくための整理期間です。ご理解とご協力を
お願いいたします。

石
原
慎
太
郎
　
著

消費者に不意に近づき考えるすきを与えず、強引に契約
を迫る悪徳業者が後を絶ちません。悪徳業者は消費者の弱
いところを狙ってきます。これに対抗するには消費者自身
が賢い消費者にならなければなりません。
万一断りきれずに契約した場合は、「高い授業料」とあき

らめずに、できるだけ早く相談窓口へ相談しましょう。契
約してから８日間以内は無条件解約ができます。８日間を
過ぎてからの解約は、違約金を払わなければなりません。
困ったな、おかしいなと思ったら、早めに相談窓口へ相

談してください。

市役所水産商工観光課消費生活相談窓口
1７３－１２１１（内線１１１２）

子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとす

る時間にと、お気軽に支援センターをご利用ください。
☆親子教室（１０：００～１２：００）
１日c 大川児童館　　　　 10日e みなみ保育園
〃　 瀬之浦児童館　　　 15日c 瀬之浦児童館

２日d 保健センター　　　 16日d 農村環境改善センター（牧内）
３日e みなみ保育園　　　 17日e みなみ保育園

（プレ・ママサロン） 22日c 鶴川内児童館
８日c 鶴川内児童館　　　 23日d 農村環境改善センター（牧内）
〃　 農村環境改善センター（牧内） 24日e みなみ保育園

９日d 農村環境改善センター（牧内） 31日e みなみ保育園
☆ユーユータイム・・・西目地区集会施設
第３月曜日（10/21） お問い合わせはみなみ保育園まで

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第１金曜日（10/４） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第３金曜日（10/18） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、前日までに下記の支
援センターにお申込みください。

地域子育て支援センター

1７３－３４５７　　みどりが丘保育園

1７２－３９３９　　みなみ保育園



●
75
歳
未
満
の
人
は
国
保
で
診
療

た
だ
し
、
昭
和
７
年
９
月
30
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
引
き
続
き
老

人
保
健
制
度
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

●
医
療
費
の

患
者
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

患
者
負
担
割
合
は
３
歳
未
満
児
が

２
割
と
な
り
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
は
、
所
得

に
応
じ
て
１
割
又
は
２
割
負
担
と
な

り
ま
す
。
３
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。

●
医
療
費
が
高
く
な
っ
た
と
き
の

払
戻
し
の
基
準
額
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
の
患
者
負
担
が
高
く
な
り
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
え

る
と
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し

て
国
保
か
ら
払
戻
さ
れ
ま
す
。

こ
の
払
戻
し
の
基
準
と
な
る
患
者

負
担
の
限
度
額
が
か
わ
り
ま
す
。

●
75
歳
以
上
の
人
は

老
人
保
健
で
診
療

た
だ
し
、
昭
和
７
年
９
月
30
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
引
き
続
き
老

人
保
健
制
度
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

●
医
療
費
の

患
者
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
の
患
者
負
担
割
合
は
、
所

得
に
応
じ
て
１
割
又
は
２
割
負
担
と

な
り
ま
す
。
外
来
の
月
額
上
限
制
の

診
療
所
で
行
わ
れ
て
い
た
、
１
回
８

５
０
円
の
定
額
負
担
制
は
廃
止
さ
れ

ま
す
。

●
医
療
費
が
高
く
な
っ
た
と
き
の

患
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

患
者
負
担
限
度
額
は
世
帯
単
位
で

外
来
と
入
院
を
合
わ
せ
た
限
度
額
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
外
来
に
つ
い
て

は
個
人
ご
と
の
限
度
額
も
定
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

の
支
払
い
は
定
め
ら
れ
た
限
度
額
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
か

ら
は
限
度
額
を
超
え
る
分
も
い
っ
た

ん
支
払
い
、
後
で
老
人
保
健
か
ら
払

戻
し
を
受
け
ま
す
。

－９－

生涯にわたって、みなさんが安心して医療サービスを受けることができる
ようにするためには、急速に進む少子高齢化、低迷する経済状況、医療技術
の進歩、国民意識の変化など医療をとりまく環境の変化にあわせて常に制度
の見直しを図りながら、将来にわたって安定し、継続できる制度を構築して
いくことが大切なのです。

①　わかりやすく公正な給付を行う
②　進む高齢化に対応した見直しを図る
③　増加し続ける老人医療費を適正化さ

せる

e

e

e



最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
咬

傷
事
故
が
多
く
発
生
し
、
ま
た
犬
の

飼
い
方
・
し
つ
け
に
関
す
る
苦
情
が

保
健
所
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
は
、
法
律
で
生
涯
一
回
の
登
録

と
、
毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
、
ま
た
、
条
例
で
け
い
留
し
て
飼

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。放

し
飼
い
の
犬
は
周
辺
の
住
民
や

通
学
の
児
童
・
園
児
な
ど
に
と
っ
て

大
変
危
険
で
す
。
も
し
放
し
飼
い
の

犬
が
人
を
咬
ん
だ
場
合
、
飼
い
主
の

責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
悲
惨
な
咬
傷

事
故
等
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、

犬
は
必
ず
け
い
留
し
て
飼
養
す
る
と

と
も
に
、
未
登
録
・
未
注
射
の
犬
は

必
ず
登
録
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
飼
い
犬
が
ご
近
所
や
周
辺

の
住
民
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
、
飼
い
主
は
責
任
を
持
っ
て
し
つ

け
を
行
い
、
散
歩
の
と
き
の
糞
は
持

ち
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

出
水
保
健
所
衛
生
課

（
1
^3
３
１
１
１
）
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「身体障害者補助犬法」及び「身体障害者補助犬の育成及びこ
れを使用する身体障害者の施設等の利用の円滑化のための障害
者基本法等の一部を改正する法律」について

この法律は、最近における身体障害者の自立及び社会参加の
進展に伴い、日常生活に著しい支障がある身体障害者の補助を
行う犬の役割が重要になってきていることから、補助犬を同伴
している身体障害者の施設等の利用の円滑化や身体障害者補助
犬の育成を図り、身体障害者の自立及び社会参加の促進に寄与
するために定められたものです。
なかでも、これまでの「盲導犬」、「介助犬」及び「聴導犬」

を「身体障害者補助犬」として位置づけ、本年の１０月からは
公共施設や公共交通機関において、また平成１５年１０月から
は不特定かつ多数の者が利用する施設においても、やむを得な
い理由がある場合を除き身体障害者補助犬の同伴を拒むことが
できなくなりました。
また、事業者や事務所、住宅等においても身体障害者補助犬

の使用を拒まないよう努めなければならないことになりました。

※詳しくは、市役所健康福祉課福祉係（173-1211内線1436）ま
でお問い合わせください。

昭和５０年から５２年に生まれた方については、ポリオ（小児
まひ）の定期予防接種をしたにもかかわらず、免疫を保有してい
る方の割合が他の年齢層に比べて低いことが分かりました。
日本には、ポリオウイルスはいないと判断されていますが、免

疫をもっていない方がポリオ発生地域に旅行した場合、ポリオに
感染すると２００人から１，０００人に１人の割合で麻痺が現れ
ています。
また、ポリオワクチンの接種を受けた乳幼児の排泄物から感染

し免疫を持っていない家族等が麻痺を起こす割合は約５００万回
の投与に一人となっています。そこで、これからポリオワクチン
の接種を予定している乳幼児をもつ保護者で対象の方はぜひこの
機会に追加接種を受けることをおすすめします。
つきましては、ポリオワクチンの追加接種を下記の要領で実施

します。接種を希望される方は市役所保健予防係へお申し込みく
ださい。

◆対 象 者 昭和５０年１月１日～昭和５２年１２月３１日
までの間に生れた方

◆接種期間 １１月１９日・２１日・２２日
２６日・２７日・２８日・２９日

◆接種場所 保健センター
◆申し込み期限 １０月１８日（金）まで
◆申し込み及びお問い合わせ先

市役所健康福祉課保健予防係
1７３－１２１１（内線１４３１・１４３２）

１　団　地　名 県営寺山団地（１号棟・２号棟）
２　所　在　地 阿久根市赤瀬川４３２８－１５
３　募 集 戸 数 ２０戸
４　入居予定日 １１月１日（金）
５　受 付 期 間 ９月２４日（火）～１０月１０日（木）

午前９時～午後５時まで
（ただし土・日曜日を除く）

６　抽　選　日 １０月１７日（木） 午後２時から
出水合同庁舎　４階大会議室

７　住居の概要
公営住宅（５階建）

※家賃は、世帯収入及び世帯員構成等により変わります。
※家賃は決定していないので目安として考えてください。
※２ＤＫにはシルバー住戸（６０歳以上）が含まれます。

８　申込資格
a現在、住居に困っていること
s現在、同居している親族がいること又は同居しようとす
る親族がいること

d定められた収入基準を満たしていること
f県税を滞納していないこと

９　収入基準の年収早見表（給与所得者が１人の場合）

10 その他注意事項
a入居申込に偽りの記載をし、又は二重の契約をされます
と入居予定者名簿に登録された後でも失格となります。

s入居する場合の同居親族は、出生の場合を除き申込書に
記載された者以外は認められません。

d申込後。住所や職場が変わったりした場合には連絡して
ください。

f入居者は家賃の他に共益費（外灯等の電気代、浄化槽負
担金等）の負担等があります。

g駐車場を利用される方は、駐車場使用料を別途徴収しま
す。

【申込み・お問い合わせ先】
出水土木事務所　総務課

1６３－３１１１（内線３７９・３８９）

住 戸 タ イ プ 家　　賃 募集戸数

５戸

２戸

２戸

３戸

３戸

５戸

27,300円～

52,300円～

20,900円～

20,900円～

21,300円～

21,300円～

　面積（�）

73.8

73.8

56.5

56.5

57.5

57.5

３ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

２ＤＫ

一 般 住 宅

特別公共賃貸住宅

一 般 住 宅

一般住宅（シルバー用）

一 般 住 宅

一般住宅（シルバー用）

収入基準／世帯員

200,000円/月

　　　　以下

２人

4,151,999円

　　　　以下

３人

4,627,999円

　　　　以下

４人

5,103,399円

　　　　以下

出
水
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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今年度は，３つの検診を同時に実施します。

乳がん検診については，「視診・触診」が基本とな

り，希望及び年齢によって「超音波検査」「乳房Ｘ線

検査（マンモグラフィ）」が受診できます。不明な点

は保健予防係までお尋ねください。

〈検　診　料〉

※５月から６月にかけて実施した希望調査で，検診

を「希望する」方と未回答の方に，９月の広報で

それぞれの検診受診票および問診票を配布します。

〈対　象　者〉 ３０歳以上の女性

（平成１５年３月３１日現在）

〈日　　　程〉

　　　　　検　　診　　料

検　診　内　容　　　　　

乳
　
が
　
ん
　
検
　
診

自　　己　　負　　担

基本料金

1,730円

4,880円

4,880円

3,330円

2,050円

500円

3,650円

1,000円

2,050円

500円

3,650円

1,000円

2,050円

3,150円

2,050円

30～39歳 40～69歳 70歳以上

無　　料

無　　料

視 診 ・ 触 診

視診・触診＋超音波検査

視診・触診＋乳房Ｘ線検査
　　　　（マンモグラフィ）

子　宮　が　ん 　検　診

骨　粗　鬆　症　検　診

期　　日 実　施　場　所

午前 保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

鶴川内地区集会施設

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

10/８
（火）

10/９
（水）

10/10

（木）

10/11

（金）

午後

午前

午後

午前

午後

期　　日 実　施　場　所

午前 西目地区構造改善センター

西目地区構造改善センター

脇 本 地 区 公 民 館

脇 本 地 区 公 民 館

保 健 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

10/16

（水）

10/17

（木）

10/18

（金）

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後
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いきいき女性を応援します！

講 座 名

３　Ｂ　体　操

実　用　書　道

クッキング塾

み そ づ く り

ソフトエアロビクス

　煎茶（日本礼道小笠原流）

曜日

月

月

水

金

木

火

──

午
　
前

夜

短
　
　
　
　
　
　
期

午
後

回数

１２

１２

１２

１２

１２

定員

１５

１５

２０

２０

１５

内　　　　　　　　　　容

阿久根の食材をいかした和洋中の実用的な
料理です。
有酸素運動で心も体もリフレッシュ Y

いざという時のマナーとおいしいお茶の入
れ方について学びます。
今年のお味噌は、手作りで。開催日時は後
日、気候をみて連絡します。

ボール・ベル・ベルターという用具を使っ
て気軽にできる健康体操です。
初心者向けです。小筆の使い方が学べます。

開講日

10/24

10/25

10/21

10/21

10/22

２/10

２ １２ 10月
下旬頃

時　　間

10:00～11:30

10:00～12:00

就労のための　　
パソコン初級講座 １２ ２０ パソコンの基本操作とワード・エクセルに

ついて学べます。10/2313:30～15:30

18:30～20:30

19:30～21:00

19:00～21:00

13:30～15:30

男　の　厨　房

お 正 月 準 備
お役立ち講座

女性のための
イキイキ講座

月

料理（いつものおせちにひと工夫）

男性も厨房に入るべし。男同士で、楽しく
作り、会話もはずみますよ Y

４ ２０18:30～20:30

12/20金 １ ２０18:30～20:30

迎春用フラワーアレンジメント12/27金 １ ２０18:30～20:30

女性のライフワークにおける健康について11/14木 １ ２０19:00～20:30

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）っ
て何？11/21木 １ ２０19:00～20:30

素敵にメークアップ～お化粧のコツについ
てアドバイスします11/28木 １ ２０19:00～20:30

◎　募集期間　　９月20日～９月30日
◎　募集要項
１．開講期間・・・・10月～３月
２．受講できる人・・主に18歳以上で市内在住か市内在勤の女性
３．受講料　・・・・無料（ただし材料費及び資料代は実費負担）
４．申込み方法・・・次の要領で往復ハガキで申込んでください。（電話でも受付けます。）

a 希望講座名　　第1希望　　第2希望
s 住所（区名）・氏名（ふりがな）・年齢・自宅の電話番号
d 職業　　　有・無　《有の場合は勤務先・電話番号》
f 託児希望　有・無　《有の場合は子どもの名前（ふりがな・生年月日）》

※原則として講座の受講時間内の託児を行います。（満２歳～就学前）
ただし，申し込み多数の場合，希望にそいかねる場合もあります。

g 講座によっては複数の受講もできますが，応募者多数の場合は抽選を行う場合もあります。

◎　お問い合わせ先 阿久根市働く婦人の家（1&3３７６９）
0899-1626 阿久根市鶴見町１６６番地

または市役所総務企画課企画係（1&3１２１１内線1216，� &2２０２９）
0899-1696 阿久根市鶴見町２００番地

統
計
で
働
く
姿
を
見
つ
め
よ
う

平
成
14
年
10
月
１
日
現
在
で

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

全
国
か
ら
抽
出
さ
れ
た
約
44

万
世
帯
の
15
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
ふ
だ
ん
何
か
収
入
に
な

る
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か

や
就
業
に
関
す
る
希
望
な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
は
、
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
状
況
や
産
業
構

造
の
変
化
に
伴
う
雇
用
流
動
化

の
実
態
な
ど
就
業
に
関
す
る
詳

し
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
、

国
や
鹿
児
島
県
の
雇
用
・
失
業

対
策
や
福
祉
政
策
な
ど
の
各
種

行
政
施
策
を
立
案
す
る
際
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯

に
は
統
計
調
査
員
が
伺
い
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
総
務
企
画
課
企
画
係

1
&3
１
２
１
１

（
内
線
１
２
１
６
）
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平成１４年度
原子力発電施設等見学会参加者募集Y

市では、広く市民の皆さまに原子力発電施設の運転実態及び
エネルギー全般に対する意識を深めていただくことを目的とし
て『原子力発電施設等見学会』を次のとおり開催します。
ぜひ、これを機会に見学してみませんか？

◇日　　　程 １０月２６日（土）～２７日（日）１泊２日
◇見　学　場　所 玄海原子力発電所、玄海エネルギーパーク

及び九州エネルギー館
◇募 集 定 員 ２０人（先着順）
◇募集対象者　市内居住者で、高校生以上の方が対象です。

なお、平成１２年、１３年に参加された方につ
いては対象となりませんのでご了承ください。

◇応 募 期 間 ９月２６日（木）～１０月８日（火）
◇参　加　費 無　料

※申込み及び詳しいお問い合わせ先
市役所総務企画課企画係　173-1211（内線1216）

男女共同参画豆知識
DV（ドメスティック･バイオレンス）について
＊先月に引き続き、今月号
はＤＶ防止法（配偶者か
らの暴力の防止及び被害
者の保護に関する法律）
の流れについてお知らせ
します。

注）財団法人　女性のための
アジア平和国民基金　発行
「夫やパートナーからの
暴力対応マニュアルⅠ＆
Ⅱ」抜粋

※このコーナーに関するお問い合わせは
市総務企画課企画係（℡73-1211内1216）まで

※夫の暴力などの相談は　県婦人相談所まで
●相談ダイヤル　099-222-1467
電話相談　月～金曜日　8:30～17:00

（木曜日は20:00まで）
日曜日　　　9:00～15:00

●来所相談　月～金曜日　8:30～17:00
●心理カウンセリング（配偶者からの暴力被害者）

金曜日　　　9:00～15:00（事前予約要）
上記はいずれも祝日はおやすみです。

阿
久
根
市
で
は
、『
広
報
あ
く
ね
』
四
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
本
年
四
月
か

ら
人
材
育
成
事
業
の
見
直
し
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

改
正
後
の
人
材
育
成
事
業
は
、
自
己
啓
発
の
た
め
の
研
修
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
研
修
助

成
を
行
う
も
の
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
新
し
い
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
制
度
を
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
気
軽
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
一
枚
刷
り
の
広
告
紙
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
市
内
の

主
要
機
関
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
お
立
ち
寄

り
い
た
だ
き
、
ご
自
由
に
お
取
り
い
た
だ

い
て
結
構
で
す
。

☆

商
工
会
議
所

☆

Ｊ
Ａ
い
ず
み
阿
久
根
事
業
所

☆

Ｊ
Ａ
い
ず
み
三
笠
事
業
所

☆

阿
久
根
市
漁
業
協
同
組
合

☆

黒
之
浜
漁
業
協
同
組
合

☆

西
目
漁
業
協
同
組
合

☆

阿
久
根
駅

☆

三
笠
支
所

☆

大
川
出
張
所

☆

市
民
会
館

☆

図
書
館

☆

働
く
婦
人
の
家

配 布 し た 市 内 主 要 機 関 等

《
阿
久
根
市
役
所
総
務
企
画
課
企
画
係
》

住
　
所
　
阿
久
根
市
鶴
見
町
２
０
０
番
地

電
　
話
　
&3
１
２
１
１（
内
線
１
２
１
６
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
&2
２
０
２
９

リーフレットに合わせて広報あくね４月号もご覧ください。



市
で
は
市
制
施
行
50
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
『
健
康
づ
く

り
フ
ェ
ア
ー
』
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
『
正
し
い
歩
き
方
』
に
つ

い
て
の
講
演
・
実
際
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
は
じ
め
、
体
を
使
っ
た
楽
し
い

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
（
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
）
や
各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
医
師

に
よ
る
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
検
診
な
ど
幅
広

い
年
齢
層
に
対
応
で
き
る
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ご
家
族
・
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

10
月
13
日
a

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◇
場
所

市
総
合
体
育
館（
赤
瀬
川
）

◇
内
容

・
講
演
『
正
し
い
歩
き
方
』（
仮
）

講
師
　
田
邊
正
敏
先
生

・
講
演
終
了
後
は
、
実
際
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
及
び
各
ゾ
ー
ン
で
の
各
種

イ
ベ
ン
ト

※
『
チ
ャ
イ
ル
ド
コ
ー
ナ
ー
（
託
児

所
）』
も
設
置
し
ま
す
。

※
会
場
（
総
合
体
育
館
内
）
は
飲
食

禁
止
で
す
の
で
、
食
べ
物
等
の
持

ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
福
祉
課

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
１
１
）

県
司
法
書
士
会
お
よ
び
県
土
地
家

屋
調
査
士
会
は
、
南
九
州
税
理
士
会

県
連
合
会
と
共
催
し
て
無
料
法
律
・

登
記
・
税
務
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

な
お
、
司
法
書
士
会
で
は
10
月
１

日
か
ら
７
日
ま
で
会
員
各
事
務
所
で

も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

◇
開
催
日
時

10
月
５
日
g

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
開
催
場
所

Ａ
―
Ｚ
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

1
０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
３
５

鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

1
０
９
９
（
２
５
７
）
２
８
３
３

広
島
で
被
爆
し
た
女
性
が
戦
後
を

生
き
抜
い
た
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
「
一
人
芝
居
」
と
「
朗
読
」
の

二
本
立
て
の
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時

９
月
21
日
g

（
昼
夜
２
回
公
演
）

q
午
後
２
時
〜
w
午
後
６
時
30
分
〜

◇
場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
入
場
料

・
一
般
　
　
　
二
、
五
〇
〇
円

・
親
子
二
人
　
三
、
〇
〇
〇
円

・
小
中
高
生
　
一
、
〇
〇
〇
円

※
お
問
い
合
わ
せ
先

劇
団
は
ぐ
る
ま
座
阿
久
根
公
演

実
行
委
員
会
事
務
局

1
０
９
０（
９
５
９
０
）４
５
０
８

◇
日
時

10
月
24
日
e

（
雨
天
時
は
翌
25
日
）

◇
場
所

番
所
丘
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
・
多
目
的
広
場

◇
参
加
資
格

市
内
に
居
住
の
方

◇
申
込
締
切

10
月
18
日
f

◇
申
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

&
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち

づ
く
り
公
社
（
1
&2
１
７
５
５
）

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
で
は
、

次
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
講
座
名

半
導
体
産
業
の
経
営
戦
略

〜
技
術
動
向
と
新
た
な
経
営
戦
略
〜

◇
対
象
者

経
営
者
・
管
理
者
・

経
理
担
当
者
（
定
員
25
人
）

◇
研
修
期
間

10
月
17
日
〜
18
日

◇
申
込
締
切

９
月
20
日
f

◇
受
講
料

二
二
、
〇
〇
〇
円

※
こ
の
他
に
も
、
経
営
者
等
を
対
象

に
し
た
い
く
つ
か
の
講
座
で
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
研
修
課

1
０
９
６
６
（
２
３
）
６
８
０
６

阿
久
根
市
民
病
院
で
は
、
ご
利
用

い
た
だ
く
地
域
の
皆
さ
ま
の
率
直
な

ご
意
見
を
伺
う
た
め
に
、
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
は
年
４
回
程

度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
阿
久

根
市
民
病
院
　
地
域
医
療
連
携
室

（
1
&2
１
５
４
２
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

出
水
地
区
の
平
成
14
年
度
稲
わ
ら

基
準
価
格
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
稲
わ
ら
基
準
価
格
】

○
掛
け
干
し

10
㌃
（
１
反
）

九
、
〇
〇
〇
円

○
コ
ン
バ
イ
ン

10
㌃
（
１
反
）

四
、
五
〇
〇
円

※
規
格
及
び
条
件

・
車
両
が
隣
接
可
能
な
場
所
に
集
積

し
て
あ
る
こ
と
。

・
充
分
に
乾
燥
し
、
長
期
保
存
に
耐

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
こ
れ
以
外
の
場
合
は
、
両
者
で
協

－14－

市制施行50周年を記念し、本市ゆかりの歌手の方々を迎え

ての歌の祭典です。特別ゲストとして「孫」の大ヒットで有

名な大泉逸郎さんにもおいでいただきます。さくらんぼの里

からぼんたんの里へ、あたたかな歌と心を届けます。

日　時：9月26日（木）
午後６時開演

場　所：阿久根市民会館

入場料：１,０００円

出演：沖吉けい子（波留出身）

大田知恵子（大丸出身）

松田千春　（赤瀬川出身）

祭　小春　（大川生まれ）

阿久根市民会館自主文化事業

お問い合わせ先　　1７２－１０５１

特別ゲスト　大泉逸郎さん特別ゲスト　大泉逸郎さん



議
し
決
定
す
る
。

【
稲
わ
ら
交
換
堆
肥
基
準
価
格
】

○
２
㌧
車
　
　
　
　
四
、
五
〇
〇
円

た
だ
し
、
堆
肥
と
稲
わ
ら
を
交
換

す
る
場
合
は
、
両
者
協
議
の
う
え
決

定
す
る
。

一
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
二
億
円
Y

◇
発
売
期
間

９
月
26
日
e

〜
10
月
11
日
f

◇
抽
選
日

10
月
17
日
e

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
い
街
づ
く
り
や
環
境
対
策
、

高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

木
村
恵
子
（
大
阪
市
）
松
木
弘
子

（
東
町
）
松
永
國
雄
（
牛
之
浜
）
波

戸
千
鳥
（
中
村
）
松
木
茂
（
黒
之
上
）

槝
之
浦
國
光
（
槝
之
浦
西
）
原
崎
サ

ト
（
脇
本
馬
場
）
丸
野
健
一
（
東
郷

町
）
新
枦
安
雄
（
枦
）
下
薗
タ
ミ

（
的
場
）
上
野
一
子
（
高
之
口
）
肱

黒
修
一
（
永
田
下
）
花
木
幸
治
（
的

場
）

○
篤
志
寄
付

源
兵
衛
ど
ん
祭
り
実
行
委
員
会

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

古
園
　
晃
征

こ
う
せ
い

満
　
（
新
　
町
）

坂
本
　
吏り

槻つ
き

健
　
二
（
折
口
東
）

石
澤
　
愛あ

い

梨り

豊
　
樹
（
八
　
郷
）

原
田
　
理さ

と

史し

尚
　
毅
（
新
　
町
）

安
藤
　
風
羽

ふ

う

隆
　
司
（
上
　
野
）

鶴
園
　
仁じ

ん

知
　
徳
（
牧
　
内
）

佐
々
木
美
奈
子

み

な

こ

善
　
人
（
折
口
東
）

日
笠
山
太た

一い
ち

大
　
（

潟
　
）

望
月
　
稜
真

り
ょ
う
ま

恵
　
輔
（
瀬
之
浦
下
）

折
口
　
航
平
　
光
　
章
（
大
　
尾
）

下
石

龍
生

り
ゅ
う
せ
い

健
　
也
（
桐
野
上
）

新
塘
　
陸
空

り
く
う

浩
　
二
（

段
　
）

松
久
保
波な

み

希き

俊
　
明
（
大
　
丸
）

吉
松
　
愛あ

い

乃の

伸
　
彦
（

潟
　
）

牛
之
浜
愛あ

い

奈な

幸
　
男
（
中
　
村
）

松
下
希
奈
美

ま

な

み

博
　
敏
（
木
佐
木
野
）

江
川
野
友ゆ

う

香か

和
　
宏
（
永
田
上
）

笹
原
　
梨
奈

り

な

武
　
徳
（
桐
野
上
）

瀬
戸
口
夏な

つ

菜な

誠
　
（
下
　
村
）

大
尾
　
一か

ず

馬ま

久
　
雄
（

浦
　
）

大
尾
明
日
香

あ

す

か

久
　
雄
（

浦
　
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

坂
元
　
正
俊
57
（

浜
　
）
京
　
子

大
戸
　
キ
ク
86
（
上
　
野
）
登
喜
夫

花
木
　
鈴
井
89
（
的
　
場
）
幸
　
治

下
薗
泰
兵
衛
84
（
的
　
場
）
タ
　
ミ

寺
地
　
末
義
87
（
尻
無
上
）
コ
ヤ
ノ

松
木
　
ツ
ル
97
（
黒
之
上
）

茂

根
比
　
松
喜
75
（
陳
之
尾
）
優
　
一

大
田
　
ミ
カ
91
（
田
代
下
）
昭
　
夫

花
木
　
幸
生
35
（
東
牧
内
）
順
　
子

丸
野
　
ス
ミ
86
（
牛
之
浜
）
健
　
一

原
崎
　
和
人
86
（
脇
本
馬
場
）
サ
　
ト

福
山
　
静
　
93
（
大
　
丸
）
末
　
雄

佐
潟
　
敏
光
44
（
佐
　
潟
）
三
　
郎

園
田
カ
ズ
子
79
（
上
　
原
）
育
　
男

猿
楽
　
忠
　
82
（

浜
　
）
尾
塚
エ
イ
子

佐
潟
　
純
義
77
（
佐
　
潟
）
ク
　
ニ

岩
崎
ヨ
シ
ノ
83
（
高
之
口
）
上
野
一
子

角
　
　
ヒ
ロ
92
（
波
　
留
）
一
　
雄

小
村
　
ス
マ
96
（
瀬
之
浦
下
）
作
太
郎

中
村
　
明
彦
56
（
大
　
尾
）
美
　
知

牧
内
ナ
ミ
ノ
93
（
牧
　
内
）

豊

窪
田
ミ
コ
ト
85
（

潟
　
）
重
　
美

肱
黒
　
年
明
83
（
永
田
下
）
修
　
一

中
津
浜
ス
ミ
エ
90
（

浦
　
）

進

岩
崎
フ
ク
エ
86
（

潟
　
）
松
　
衛

瀬
戸
山
キ
ク
エ
92
（
萇
　
野
）
一
　
徳

新
枦
セ
ム
マ
ツ
92
（

枦
　
）
安
　
雄
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次のとおり集団献血を行います。市民の皆さまのご協力をお願いいたします。

こ
う
へ
い

◇日時 １０月１６日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇　９月１７日
◇１０月　１日・１５日
時　間 10時～10時30分
場　所 保健センター

○９月15日（敬老の日）
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
水野歯科医院　　1*2００６４

（高尾野町柴引）
○９月16日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
白男川歯科医院　1^3０００９

（出水市向江町）
○９月22日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
森歯科医院　　　1*2００６２

（高尾野町柴引）
○９月23日（秋分の日）
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
徳森歯科医院　　1^7３６０８

（出水市米ノ津町）
○９月29日
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
しお歯科医院　　1^7５８４４

（出水市下鯖渕）
○10月６日
内山病院　　　　1&3１５５１

（高　松）
脇本歯科医院　　1&5００２６

（下　村）
○10月13日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
上野歯科医院　　1^3２３０６

（出水市五万石町）
○10月14日（体育の日）
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
瀬戸口歯科医院　1&2０６４８

（ 町　）
○10月20日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
おてき歯科医院　1^3０３９３

（出水市上知識町）
○10月27日
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
高尾野歯科医院　1*2３２０１

（高尾野町大久保）
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９月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,431人（＋12）
男　　12,307人（＋03）
女　　14,124人（＋09）

世帯数　10,767戸（±00）
出 生022人 死 亡026人
転 入075人 転 出059人

◆趣味は何ですか・・・・・・カラオケ。
（最近の曲なら、かなり幅広くＯＫです。）

◆性格を自己分析してください・・・明るい性格。
◆理想の異性像は・・・・

おもしろくて頼りがいのある人。
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

映画が好きでよく観に行きます。最近では、
『アメリ』が最高でした。「観たら幸せになる」
と聞いて思わず観たんですが、すっかりはまっ
てしまい、そのあと３回もビデオをレンタルし
て観てしまいました。

◆将来の夢は何ですか・・・
映画のように、自分も周りの人も幸せになった
らいいですね。

◆阿久根について一言・・・
阿久根は、本当に住みやすくていい所だと思い
ます。９月には県民体育大会も開催されますが、
そんな時に、よそから訪れる方々に、阿久根の
よさを積極的にＰＲしてもらいたいですね。

次は
春田　栄子 さん（大尾区）あなたの番です。

巻
木
　
亜
沙
美

さ
ん
™2

（
お
と
め
座
・
Ａ
Ｂ
型
　
段
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務企画課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/
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「
ヨ
イ
サ
ー
」「
ヨ
イ
サ
ー
」。
猛

暑
を
吹
き
飛
ば
す
元
気
な
か
け
声
と

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
今
年
の
夏

も
盛
大
に
ハ
ン
ヤ
踊
り
パ
レ
ー
ド
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
平
成
５

年
の
夏
以
来
９
年
ぶ
り
に
国
道
３
号

が
会
場
と
し
て
復
活
。
市
街
地
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
の
約
３
０
０
０
人

に
よ
る
総
踊
り
で
は
、
祭
り
の
盛
り

上
が
り
も
最
高
潮
に
達
し
、
踊
り
手

も
沿
道
の
観
客
も
存
分
に
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
。
▽
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大
会
の
会
場
で

の
こ
と
。
夜
空
を
彩
る
花
火
の
撮
影

に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
と
、
と
な
り

か
ら
若
者
た
ち
の
会
話
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。「
阿
久
根
の
花
火
も
結

構
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」「
な
か
な
か

や
る
ね
ぇ
。
阿
久
根
も
」。
お
そ
ら

く
市
外
か
ら
見
に
来
て
く
れ
た
の
で

あ
ろ
う
彼
ら
の
会
話
に
「
ウ
ン
、
ウ

ン
。
じ
ゃ
っ
ど
が
」
と
心
の
中
で
う

な
ず
く
私
。
そ
の
後
、
つ
い
う
れ
し

く
な
っ
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
指

先
に
い
つ
も
以
上
に
力
が
入
っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

脇本ソフトボール少年団は、現在

折多小、脇本小の２年生から６年生

までの団員18名で活動しています。

練習は毎週３回、脇本小学校のグ

ラウンドで行っています。

練習では『自分から進んで声を出

そう』『行動は機敏に』などを、また

試合では、『試合に負けても、あいさ

つと元気だけは負けるな』をモットーに励んでいます。

この少年団活動を通じて、あいさつのきちんとできる

元気な子どもたちになって欲しいと思います。

指導者代表　　角　　六　雄（1７５－００３７）

─　脇本ソフトボール少年団　─

『
脇
本
漁
港
　
廃
船
２
』

餅
原
信
義
　
作

『
船
の
手
入
れ
』

寺
田
文
子
　
作


